
難

■　新潟購騰繍欝欝瀞番澗箇9月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　麟震　　　　　　　　　　　　　　　簸　ぎ　　　　1螺

　　　　　　　　　　　　．曝貯陶

　　　　　　　　　　製懸　　、一
　　　　　　　　　　　護　噌　鱗難　　　　　　　　　　　　　　瀦　惑　蟹

　
　
　
　
：
灘
灘
撚
購
毒
鍵
　
　

』
、
・
謹
劉
澗

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　

　
、
灘
麗
騨

　
　
　
，
　
難
難
　
　
剛
蒙
：

　
　
　
　
　
　
　
蕪
、

　
　
　
　
　
　
購
灘
繊
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ヂ
　
ロ
ロ
　
　
ザ

縣
’
．
郵
・
漏
■
F
ー
、
、
．
’
講

　
　
　
難

膿
殿
　
　
　
野
．
繍

難

藝

豪

蟻
　
黛　

　
幽

　
　
　
羅

　
　
　
轟

鷲　
　
　
羅

鞭

　
　
齢

　
　
　
　
　
螺

　
　
　
　
　
　
　
耀

　
　
　
　
灘
ギ
癒
醗

．
臨
潔
、
難

　
　
嫡
礪
慧
聾

／
ぎ

　
　
　
　
　
〆
　
　
・
　
　
　
藍

　騒
瀧触・・

灘　　一灘
職攣縣　　’

鑛
難

　　藁

鰯謙

講

謬

繋

灘

《人口の動き》　男2，829（一5）

9月1日現在　　出生2　死亡7

女2，863（一3）

転入12　転出15

計5，692（一8）　世帯数1，613（一1）
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　　　　　　　　会　　　　云　　惑

婆』

十
月

　
　
　
山

頸
城
自
動
車

で
は
、

一
日
か
ら

平
線
を
運

　
　
　
　
　
　
（
山
田
孝
治
社
長
）

　
　
　
赤
字
運
行
路
線
で
あ
る
松
代
・

松
之
山
地
域
の
浦
田
線
・
山
平
線
・

鹿
渡
線
・
兎
口
線
の
四
路
線
を
九
月

い
っ
ぱ
い
で
廃
止
す
る
た
め
、
同
路

線
に
つ
い
て
は
、
十
月
一
日
か
ら
同

社
の
子
会
社

「
頸
城
小
型

バ
ス
株
式
会

社
」
で
代
替

運
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ

れ
に
伴
い
、

頸
城
自
動
車

松
代
出
張
所

（
高
橋
亘
所

長
）
は
九
月

三
十
日
限
り

で
閉
鎖
さ
れ
、

同
所
所
管
の

浦
川
原
線
・

＋
日
町
線
に

つ
い
て
は
、

浦
川
原
出
張

所
が
引
き
続

き
運
行
担
当

を
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
二
J

　
　
　
　
　
　
　

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
松
代
出

張
所
は
、
頸
城
小
型
バ
ス
株
式
会
社

松
代
営
業
所
（
石
口
了
所
長
）
と
し

て
十
月
一
日
か
ら
新
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

嚢⑭松

10月1日から「頸城1小型バス㈱」でスタート

翼

　麟磯

　　　　　足　　　　　＆　　　　の　　　民　　住　域地

今
ま
で
ど
お
り
の
運
行
系
態

　
今
回
の
措
置
は
、
頸
城
自
動
車
の

第
三
種
路
線
（
乗
車
密
度
五
人
未
満

の
生
活
路
線
）
に
対
す
る
国
、
県
、

町
の
運
行
経
費
補
助
金
が
三
ヶ
年
の

期
限
付
き
で
、
今
秋
を
も
っ
て
す
べ

て
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
行

な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
か
わ
り

に
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
補
助
金
（
国

県
％
、
町
％
）
を
受
け
て
運
行
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
町
と
頸
城

小
型
バ
ス
会
社
と
の
間
で
は
運
行
契

約
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
型
バ
ス
と
言
っ
て
も
、

運
行
さ
れ
る
バ
ス
は
今
ま
で
の
も
の

と
同
一
で
あ
り
、
回
数
券
等
に
つ
い

て
も
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。
運

行
時
刻
に
つ
い
て
は
多
少
変
更
（
近

日
中
に
会
社
よ
り
発
表
）
さ
れ
ま
す

が
、
会
社
で
は
従
来
ど
お
り
地
域
住

民
の
足
と
し
て
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
御

利
用
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。
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　　　　　もゴニダ

些鷹
町甦
曜露

問
　　●●　、　●b●
　　君羅●
　　擬多’●
　　ノ
　、

　
秋
晴
れ
の
九
月
十
四
日
、
敬
老
の

日
に
先
が
け
て
秋
山
町
長
と
若
月
社

会
課
長
が
九
十
五
歳
到
達
者
宅
を
訪

問
し
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

柳
　
ク
ニ
さ
ん

犬
伏
・
池
の
窪
さ
ん

明
治
2
5
年
5
月
8
日
生
ま
れ

　
現
在
、
ひ
孫
さ
ん
一
人
を
含
め
た

六
人
家
族
で
、
当
日
は
女
性
の
子
供

さ
ん
二
人
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
長
生
き
し
て
、
困
っ
た
ん
だ
っ

て
が
」
が
口
癖
だ
そ
う
で
す
。
ク
ニ

さ
ん
は
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
耳
が

大
変
良
く
、
電
話
に
も
出
ら
れ
、
ま

た
、
足
が
丈
夫
で
杖
な
し
で
一
人
で

表
ま
で
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
七
十
七
歳
到
達
者
、
後
藤

玄
龍
さ
ん
（
松
代
）
他
五
十
四
名
、

八
十
八
歳
到
達
者
、
五
十
嵐
ハ
マ
さ

ん
（
松
代
）
他
十
三
名
、
八
十
八
歳

以
上
が
小
堺
ハ
ナ
さ
ん
（
儀
明
）
他

　
好
物
は
、
今
の
は
や
り
物
は
好
ま

ず
、
白
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
が

好
き
。
食
事
は
家
族
と
同
じ
も
の
を

食
べ
て
間
食
は
あ
ま
り
し
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

†
占
9
ー
十
ー
十
1
十
ー
ふ
9
1
↓
9
1
占
▼
十
ー
†
手
1
†

室
岡
　
マ
ツ
さ
ん

仙
納
・
上
親
家
さ
ん

明
治
2
5
年
7
月
1
7
日
生
ま
れ

　
ま
ず
驚
い
た
の
が
、
二
十
年
こ
の

方
医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
と

三
十
二
名
、
金
婚
夫
婦
十
三
組

掲
）れ

、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　別

に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
等
が
贈
ら

の
こ
と
、
体
と
精
神
の
健
康
が
長
寿

の
秘
訣
の
よ
う
で
す
ね
。

　
私
た
ち
が
お
伺
い
す
る
日
の
朝
、

早
く
起
き
て
寝
ボ
ケ
ま
な
こ
で
転
ん

で
額
に
コ
ブ
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
普
段
は
よ
く
話
さ
れ

る
そ
う
で
す
が
、
訪
れ
た
そ
の
時
は

終
始
う
つ
向
き
気
味
。
後
日
家
の
人

に
お
聞
き
す
る
と
「
だ
い
ぶ
緊
張
し

て
い
ま
し
た
．
」

　
耳
が
少
々
遠
く
な
っ
た
も
の
の
い

た
っ
て
健
康
。
夜
八
時
に
は
就
寝
、

朝
六
時
に
起
床
し
食
事
は
決
ま
っ
た

量
だ
け
。
ラ
ー
メ
ン
は
あ
ま
り
好
ま

ず
、
他
は
何
で
も
食
べ
て
い
ま
す
。

　
仏
様
に
お
経
を
上
げ
、
家
の
周
り

の
草
取
り
が
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

巌　もノ
憲講

響

十
ー
十
ー
十
ー
o
▽
ー
十
1
十
1
十
1
十
ー
十
1
十
1
十
ー
十
ー

中
村
　
ス
ギ
さ
ん

松
代
・
田
鍬
（
九
州
屋
さ
ん
宅
）

明
治
2
5
年
7
月
2
5
日
生
ま
れ
。

　
六
月
ま
で
家
の
周
り
の
草
取
り
を

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
家
の
中
で
つ

ま
づ
い
て
転
ん
で
足
を
痛
め
て
か
ら

寝
つ
く
よ
う
に
な
り
、
最
近
よ
う
や

く
足
の
腫
れ
も
引
け
家
の
中
を
歩
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
中
、
気
の
向
い
た
時
に
苧
を
う

　

み
、
一
年
に
十
把
く
ら
い
作
り
、
全

部
ま
と
め
て
一
万
円
少
々
で
買
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
達
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訪
れ
た
時
も
慣
れ
た
手
付
き
で
う
ん

で
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
耳
が
少
し
遠
く
な
っ
た
も
の
の
、

血
色
も
良
く
健
康
そ
の
も
の
。
記
憶

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
先
日
久
し

ぶ
り
に
訪
ね
て
来
た
知
人
を
覚
え
て

い
て
、
家
の
人
を
驚
か
せ
た
そ
う
で

す
。

　
十
ー
†
÷
ー
†
÷
ー
↓
ー
ふ
▼
垂
ー
畜
ー
÷
ー
十
ー
十
1

◎
金
婚
夫
婦
（
昭
和
十
二
年
結
婚
）

樋
口
蔵
造
・
ア
エ
さ
ん
（
松
代
）

宮
沢
庸
太
郎
・
ス
イ
さ
ん
（
下
山
）

宮
沢
富
次
・
ウ
タ
さ
ん
（
下
山
）

佐
藤
　
猛
・
ナ
カ
さ
ん
（
千
年
）

小
堺
芳
太
郎
・
フ
サ
ノ
さ
ん
（
蓬
平
）

小
島
仙
太
郎
・
マ
サ
エ
さ
ん
（
犬
伏
）

斉
木
篤
義
・
ミ
イ
さ
ん
（
中
子
）

山
岸
新
吉
・
ミ
キ
さ
ん
（
寺
田
）

山
岸
徳
三
郎
・
ウ
タ
さ
ん
（
蒲
生
）

山
岸
実
・
ミ
ツ
イ
さ
ん
（
蒲
生
）

西
潟
平
司
・
ト
シ
さ
ん
（
福
島
）

佐
藤
盛
義
・
セ
ヨ
さ
ん
（
室
野
）

横
尾
嘉
吉
・
リ
ョ
さ
ん
（
峠
）
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娠
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撫
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溝
繭
腿
鞍
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蘭
糠
慈
越
輪
鰹
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小
五
年

　
　
　
小
堺
す
み
子
さ
ん

士
．
定

て
’
”
マ

は
O
　
　

士“
一：㌧＿．
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k．

主．

、
一
　
　
．
　
　
一 一　　一

ま
o
　
一
　
一
　
一
　
一
セ

回．

、
一
　
　一　一　　一　　Q

工
o
　
　
o
　
　
一
　
　
一
　
一
豊

よ
’
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（
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
（

く
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
な

」”9

ぐ
一
　●　一一　〇

上
一
　
　
　 9　　　一

戊

な
一
　
一
　
一
　
一
　
一
れ
一
　
　・　一　一　　一

ば
’
卿
’
マ

舷
一
〇
　
〇
　
一
　
鱒
ゼ
ー
　
　●　　一　・　　・　一

に
’
。
。
ζ

小
一
　
〇
　
一
　
　
〇
ナ
ー
　
　
6
　
　
－
　
　
　
　
o
働
　
　 一　一　■

ず

ま
一
　
　

つ
働
　
　
一
　
　 一　　一　一

り　　一　　り　　一　一
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開．

匂ぐ田

作
o
　
o
　
　
一
　
　
．
つ

σ
一
　
　
噸
　
　
一
　
〇
　
〇
そ

人
一
　
　
．
　
一
　
一
〇
牧

イt’

一　一　一　　一　一

も

と
一
苗
乙
滋

．

の
一
一
　
　
一
　
一
　
一
薯

．人．　　o　一・

た

’”5

。謁

戸弁
一　　一　　〇　〇　一

ぱ

ろ
一
一
‘

9
つ

い
。
。
』
昌

。
つ

器’
コ．

重

く
一
　
　
一
　
　
．
　
一
　
一
や

1〉

一　　一　　一一　，　一

ま

や
工
∠
．
．
』

重
一
　

一　一　一　一　　一

の

丸
一
　
一
〇

子
一　　一　　一　　闘

●　o

予
一　一一　　一　　●

て
一　　〇　9　　－o

し
一　一　　●o　一

ち
o　　g　　o　　．　■

1く 曳、
一　　一　　　　〇　■

。ぢ
一　　一　一

￥

一　　〇　　り　　一

乙
｝”

ノ

一　　〇　　一　　〇

は
■　o　　o　一 働　o　　o　一麟　一

す 日
一　　一　■　　一

な
o　　一　　一　　一

し
一　　●　一　一　一　　一 一　一　　一　　一　■

工
の
天
下
…
丞
藍
七
砥
…
、
　
塗
ゼ
ぼ
ど
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

O

ぐ
…
ら
い
…
【
豊
や
㎜
血
に
㎜
な
る
㎜
Ω
が
蒙
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

み
㎜
で
す
。
…
六
㎜
＋
天
葬
皿
と
…
い
乏
ぼ
二
も

一

う
㎜
私
㎜
な
、
…
吏
三
㎜
で
寸
皿
。
π
㎜
の
マ
㎜
ち
氏

も
う
皿

戴
乙
憩
ぱ
…
麹
遍
し
そ
…
い
る
万

廟

だ
造
う
企
ρ
｝

一
1
一
㎜
些
』
返
，
莚
…
が
蔚

麹
す
る
τ
皿
、
弦
ハ
町
…
盈
変
塑
る
X
舅

い
…
蓋
す
d
璽
仁
．
互
璽
立
な
く
否

フ
　
　
　
　
　
．

マ
、
濁
翼
に
畢
…
畜
ム
が
㎜
匁
…
く
薫
…
る

一
℃
思
…
い
…
ま
…
乳
工
／
…
え
蕉
事
㎜
玄
や

っ
そ
ぴ
る
蕩
寮
…
さ
て
天
君
．
ゼ
七
毘
い

ま
…
す
が
…
￥

　
甲
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
願

…
丑
を
少
τ
ぐ
孟
皇
く
甜

．
建
す
澱
の
玄
猛
。
…
て
㎜
い
ぎ
…
す
コ
で
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

の
…
で
…
ぜ
血
ば
ワ

一

…
ヱ
筆
皿
玄
し
…
て
て
賢

さ
い
…
σ
…
㎜
…
二
㎜
二
…
二

…
㎜
｝

｝
　
　
一
　
　
一

二
二
＝
二
＝

…
』
＝
…

…
…
㎜
…
㎜
㎜
㎜

　
　
　
　
　
一

㎜
…
…
㎜
…
…

・
　
一
　
｝
　
甲
　
｝
　
…

二
』
二
㎜

　
　
　
　
　
　
一

一㎜
二
…
二
』
二
㎜
二

…
｛
…
…
㎜
…
…
㎜
㎜
…
…
㎜
…

・
　
一
　
一
　
｝
　
・
　
“
　
．
　
一
　
一
　
一
　
“
　
一
　
輔
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『
松
代
お
ら
町
』

　
昨
年
n
月
に
発
足
し
た
松
代
町
総

合
計
画
推
進
幹
事
会
（
4
月
よ
り
三

部
会
を
設
置
、
産
業
部
会
、
教
育
文

化
・
レ
ク
ス
ポ
部
会
、
生
活
環
境
・

社
会
福
祉
部
会
、
会
貝
2
3
名
）
は
担

当
す
る
整
備
事
業
の
項
目
を
定
め
、

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
産
業
部
会
は
、
松
代
駅
及
び
周
辺

の
開
発
や
特
産
品
の
開
発
と
育
成
を

項
目
に
定
め
、
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
の
全
体
会
議
の
中
で
、

す
ぐ
に
何
か
形
に
現
わ
れ
る
も
の
が

ほ
し
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し

た
。　

そ
ん
な
中
で
産
業
部
会
は
、
都
市

の
情
報
の
吸
収
、
郷
土
の
良
さ
の
再

認
識
、
愛
着
、
自
信
な
ど
を
高
め
る

ふ
る
さ
と
会
員

一
〇
〇
人
で
ス
タ
ー
ト

と
と
も
に
、
豊
富
な
自
然
の
農
産
物

の
発
堀
、
販
売
ル
ー
ト
等
、
町
の
特

産
物
品
等
の
創
出
を
目
的
に
『
松
代

お
ら
町
』
ふ
る
さ
と
会
（
試
行
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
ふ
る
さ
と
会
の
加
人
者

は
役
場
職
員
の
親
戚
の
方
や
、
早
稲

田
大
学
関
係
者
の
方
な
ど
㎜
名
の
方

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
幹
事
会
で
は

準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
費
は

一
万
円
（
1
0
月
、
1
2
月
分
）
、
松
代

小
学
校
の
子
供
達
の
手
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
「
松
代
お
ら
町
」
の
曲
と
鈴

木
武
夫
さ
ん
作
詞
、
市
川
健
一
さ
ん

作
曲
の
「
渋
海
川
エ
レ
ジ
ー
」
の
曲

が
吹
き
こ
ま
れ
た
カ
セ
ッ
ト
が
会
員

の
方
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
産
品
の
発
送
は
、
一
回
目
は
1
0

月
下
旬
（
予
定
）
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

（
3
㎏
）
。
原
木
な
め
こ
（
1
㎏
）

自
然
芋
（
1
㎏
）
等
、
2
回
目
は
1
2

月
下
旬
（
予
定
）
モ
チ
、
け
ん
ち
ん

汁
の
缶
詰
、
松
代
そ
ば
等
、
ふ
る
さ

と
の
味
と
か
お
り
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

来
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

結
果
を
み
な
が
ら
受
け
皿
の
体
制
な

ど
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
産

品
の
開
発
や
受
け
皿
等
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
お
問
合
わ
せ
は
役
場
内

　
「
松
代
お
ら
町
」
ふ
る
さ
と
会
事

務
局
へ
．

　
　
　
品
㌦
5

　
　
芸
㌃
献

る
工
　
　
繊

わ云
　
ン
禦

顔　　
　
　
　
工
聯
　
ぴ
昏

　
　
　
　
　
田
カ
ケ
W
　
由

　
か

　
　
　
　
　
承
ン
ご
う
噂

　
　
　
　
　
ラ
加
か
モ
つ
、
、

巷　
　
　
　
　
ワ
盈
島

昔なっかし

松代町の味

トツヲはアンボ

　
松
代
町
総
合
計
画
推
進
幹
事
会
（
産
業

部
会
）
で
は
『
松
代
お
ら
町
』
ふ
る
さ
と

会
（
試
行
）
に
あ
た
り
、
先
般
、
松
代
町

食
品
生
活
改
善
推
進
員
（
用
名
）
の
方
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
昔
な
つ
か
し
い
松

代
町
の
味
、
昔
か
ら
伝
わ
る
工
芸
品
（
民

具
）
、
新
規
開
発
特
産
品
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
集
計
結
果
は
あ
ん
ぽ
が
2
0
点
と
ト
ッ
プ

で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

若でつかレ

　　　公代の味

ベスト10

位吉んぽ　　繊
位せんば漬　　随

ゲちまき　　16点
粒イ・ソ翁ツ押　12ゑ
泣　　しょうゆのみ　　　　u点

位
、

，しめ（城こ）庶

位艦舞磯髭のモラ7壱，
位
， β、よず　　　6点
位（7）っくミ　　　　　6点

拉つけな煮，　硫

16点．

階7｝ケ＋集計結果
1楠，　　　　　　　　　〈訟代町の特産品調査票〉

霧　　レ珍．一滋　　　由蟹欄鳶
謝み砺ベスト5蜴鱗一締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位

1
2
3
4
5
6
ワ
8
9
0

目
旧
の
つ

　
へ位

位
拉

　
　
ノ

　　噺砂
＼　雀

．
、
孝
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憲
鈴
翻
額
審
騰
鑛
穂
霜
蔀
蟹

一
、
松
苧
山
別
當
寺
の
こ
と

　
神
仏
習
合
　
さ
き
の
「
よ
も
や
ま

ば
な
し
」
で
監
修
の
中
村
辛
一
先
生

か
ら
十
二
神
社
に
つ
い
て
解
説
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
神
仏
習
合
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　
大
む
か
し
か
ら
の
日
本
各
地
の
神

は
そ
の
土
地
の
生
産
神
、
氏
族
の
神

の
概
念
が
強
か
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
大

陸
か
ら
仏
教
が
伝
わ
り
、
日
本
人
は

ま
こ
と
に
都
合
よ
く
仏
教
の
諸
仏
を

受
け
入
れ
、
古
来
の
日
本
独
自
の
神

と
諸
仏
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
合
体
さ
せ
て
信
仰
の
神

と
し
て
あ
が
め
ま
し
た
。

　
有
名
な
態
野
神
社
本
宮
の
祭
神
は

「
す
さ
の
を
の
み
こ
と
」
で
、
そ
も

そ
も
は
阿
弥
陀
如
来
（
本
持
仏
）
が

お
姿
を
祭
神
に
替
え
て
日
本
に
立
ち

あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
思
想
、
こ
れ
が

神
仏
習
合
で
す
。
こ
の
思
想
が
体
形

化
さ
れ
た
の
は
平
安
時
代
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
べ
っ
と
う

松
苧
神
社
の
別
當
、
神
仏
習
合
の
思

想
の
流
れ
を
汲
み
、
松
苧
神
社
も
、

も
と
は
松
苧
大
櫃
環
と
称
し
別
當
寺

　
　
　
ふ
も
と
　
　
　
　
　
　
し
ん
ご
ん
み
っ
き
ょ
う

を
山
の
麓
に
置
き
真
言
密
教
の
修
行

を
し
た
仏
僧
が
松
苧
権
現
社
を
加
護

綻
裾
を
し
て
き
ま
し
た
．

別
當
寺
は
三
ヶ
寺
に
替
わ
る
？
　
松

苧
神
社
の
別
當
寺
は
林
蔵
寺
だ
っ
た

と
ふ
つ
う
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
左

に
あ
ら
ず
、

　
犬
伏
の
油
屋
さ
ん
に
あ
る
「
松
苧

神
社
比
売
之
旧
蹟
」
に
よ
り
ま
す
と
、

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
八
）
の
頃
は
長
福

寺
と
い
う
寺
が
別
當
寺
と
し
て
以
後
、

妻
有
の
水
口
沢
に
移
っ
て
曹
洞
宗
に

改
宗
す
る
ま
で
続
い
た
と
あ
り
ま
す
。

　
だ
が
あ
ま
り
に
も
古
い
時
代
で
す
。

は
た
し
て
そ
う
か
。
川
西
町
の
長
福

寺
を
何
度
も
訪
ね
て
古
文
書
等
ご
拝

見
し
ま
し
た
が
、
寛
仁
年
代
に
遡
る

文
書
は
皆
無
で
し
た
。
た
だ
、
慶
長

年
代
の
堀
氏
時
代
に
松
苧
神
社
と
関

係
の
あ
る
文
書
が
あ
り
ま
し
た
。
又

関
係
を
も
つ
厨
子
入
り
仏
像
も
あ
り

ま
し
た
。

　
長
福
寺
の
檀
家
は
伊
沢
地
区
に
あ

り
松
代
の
少
林
寺
は
こ
の
寺
の
末
寺

で
古
い
歴
史
は
秘
め
ら
れ
た
ま
ま
で

す
。

よ
う
た
い
　
じ

養
泰
寺
　
犬
伏
の
旧
蹟
誌
に
は
長
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
せ

寺
の
あ
と
泰
山
と
い
う
大
和
長
谷
寺

の
僧
が
養
泰
寺
を
建
て
別
當
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
と
く

た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
延
徳
四

年
（
一
四
九
二
）
に
別
當
養
泰
寺
、

門
佐
が
松
苧
神
領
莇
平
一
村
を
売
っ

た
と
い
う
支
文
書
が
松
代
神
職
宮
沢

家
に
あ
る
こ
と
か
ら
当
寺
の
存
在
は

証
明
さ
れ
ま
す
。

り
ん
ぞ
う
じ

琳
蔵
寺
　
養
泰
寺
が
無
住
と
な
り
跡

が
た
え
た
あ
と
、
上
杉
謙
信
に
う
と

ま
れ
た
松
山
将
監
な
る
武
将
が
僧
と

な
り
琳
蔵
寺
を
興
し
た
と
い
う
書
も

あ
り
ま
す
が
、
犬
伏
の
旧
蹟
誌
に
は

な
く
高
野
山
の
脱
僧
が
六
日
町
大
字

余
川
真
言
宗
宝
珠
院
の
末
寺
と
し
て

琳
蔵
寺
を
興
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　
琳
蔵
寺
も
ま
た
、
江
戸
時
代
に
入

っ
て
様
ざ
ま
の
こ
と
が
起
っ
て
い
ま

す
が
省
略
し
ま
す
。

　
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
の
白
馬

観
音
や
社
殿
、
宝
物
が
今
日
あ
る
の

は
伊
沢
地
区
を
は
じ
め
松
之
山
郷
全

村
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
守
っ
て
き
た

か
ら
で
す
。
六
日
町
の
宝
珠
院
で
は

数
々
の
琳
蔵
寺
関
係
の
文
書
コ
ピ
ー

を
入
手
で
き
た
こ
と
を
附
託
し
ま
す
。

二
、
仙
田
桐
山
廻
状
の
こ
と

仙
田
桐
山
村
　
桐
山
は
今
で
こ
そ
大

字
桐
山
で
町
の
一
集
落
で
す
が
、
も

と
は
仙
田
村
字
桐
山
と
松
代
町
大
字

桐
山
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
分
か
れ
て
存
在
し
た
歴
史
の

古
さ
は
両
地
区
の
十
二
神
社
の
古
さ

に
も
う
か
が
え
ま
す
。
旧
仙
田
側
の

桑
原
貞
氏
（
よ
そ
う
じ
）
の
古
文
文

書
を
見
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
か
い
じ
ょ
う

た
く
さ
ん
の
廻
状
が
み
つ
か
っ
た
か

ら
で
す
。
村
の
庄
屋
宅
㈲
を
訪
ね
て

も
た
ま
に
出
て
く
る
だ
け
な
の
に
、

沢
山
あ
っ
た
わ
け
は
、
仙
田
村
は
大

白
倉
、
大
倉
、
岩
瀬
、
越
ヶ
沢
、
室

嶋
、
高
倉
、
小
脇
、
桐
山
等
々
の
村

む
ら
が
あ
り
代
官
所
や
庄
屋
所
か
ら

出
た
公
式
通
達
（
廻
状
）
状
が
村
む

ら
の
代
表
か
ら
代
表
へ
読
み
ま
わ
さ

れ
て
最
後
の
桐
山
村
に
届
い
て
こ
こ

で
留
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
本
当
な
ら
読
み
回
し
（
順
達
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
と
め
む
ら

う
）
て
最
後
の
村
（
留
村
）
に
行
っ

た
ら
村
人
に
知
ら
せ
た
あ
と
留
村
は

廻
状
を
返
せ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が

山
間
僻
遠
の
地
で
、
桑
原
家
は
わ
ざ

わ
ざ
文
書
を
返
す
の
を
許
さ
れ
て
い

た
の
で
し
よ
う
。

廻
状
の
内
容
　
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
で
非
常
に
町
史
に
役
立
ち
ま
す
。

　
ま
だ
す
べ
て
整
理
し
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
急
御
用
相
談
の
た
め
に
村
惣

代
の
召
集
状
。
銭
相
場
変
更
で
今
後

の
銭
の
扱
い
方
。
年
貢
金
納
通
知
や

相
談
。
飢
餓
、
流
行
病
対
策
、
金
納

金
運
搬
途
中
紛
失
事
件
、
代
官
や
手

代
の
見
分
通
知
、
人
足
差
出
状
等
々

で
す
。
左
の
廻
状
は
紀
伊
の
殿
様
が

死
去
し
た
の
で
鳴
物
は
三
日
間
停
止

せ
よ
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　
柘
行
人
蜘
ゼ
盈
潔
イ

　
　
髪
，
貿
葛
礼
今
。
♂

　
　
〃
o
弗
あ
髪
聖
烈
蓄

　
　
　
X
ー
コ
　
、
7
ケ

　
　
　
’
　
ー
『
ゴ
　
　
」

　
孟
　
　
　
　
？
9

　
　
今
9
イ
忽
養
絡
空
緬

　
　
2
干
穿
玄
蓑

　
　
み
糸
｝
篭
4
？
篭

　
　
薯
，
・
毒

　
　
　
雰
動
卿
咋
、

　
　
髪
毫
客

　
　
わ
み
ろ
丸
亀
お
仏
あ

　
　
　
㌘
i
層
診
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
孫
恥

　
　
　
氏
ρ
事
　
　
　
め
塾
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
ろ
・

松
代
相
撲
　
松
代
の
若
者
組
が
村
の

相
撲
に
出
し
た
招
待
状
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
も
貴
重
な
資
料
で
す
。

文
化
庁
よ
り
視
察
　
関
係
区
長
さ
ん

や
村
の
方
に
は
農
繁
期
中
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
二
九
日
、
文

化
庁
の
明
珍
先
生
が
来
町
さ
れ
、
町

内
の
文
化
財
を
役
場
で
審
査
な
さ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
深
謝
。
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瞳鰯…

36台

婦
人
消
防
協
力
隊
に

　
　
ビ
ツ
ワ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
婦
人
消
防
協
力
隊
に
、
軽
可
搬
消
　
　
闘
　
　
p
、
、
　
購
　
欝
、
　
，
．

防
ポ
ン
プ
（
H
級
）
m
台
が
寄
贈
さ
　
　
鑛
驚
難
，
．
．
勢

れ
、
9
月
9
日
、
太
平
婦
人
消
防
協
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

力
隊
他
9
隊
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
鞭
灘
・
㎜
．
・
　
　
　
　
灘
・

　
こ
れ
は
、
財
団
法
人
日
本
消
防
協
　
　
　
　
、
，
　
　
　
　
■
，
ー
　
　
　
　
・

会
が
毎
年
全
国
の
消
防
機
関
に
交
付
　
　
　
　
、
　
　
、
騨
　
艦
　
繋
　
、
・
　
．
灘

し
て
い
る
も
の
で
、
当
町
で
は
昭
和
　
　
　
　
　
　
㎜
，
　
　
　
、
驚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

56
年
よ
り
今
年
ま
で
合
計
3
6
台
寄
贈
　
　
難
錠
　
鱗
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

さ
れ
、
町
内
全
婦
人
消
防
協
力
隊
へ
　
　
　
　
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
備
完
了
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
　
鐵
　
　
■
”
隙
　
p
　
　
　
　
欝

　
こ
の
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
は
、
台
　
　
　
　
、
難
編
、

車
に
、
一
通
り
の
器
具
が
セ
ッ
ト
さ
痢
、
　
ー
糠
鑛

か
つ
　
婦
人
の
方
が
操
作
し
や
す
レ

様
軽
量
化
さ
れ
て
お
り
、
今
後
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
己

消
防
協
力
隊
に
よ
る
初
期
消
火
や
林
酉

野
火
災
等
に
幅
広
く
結
用
で
き
る
も
置

．
幽
待
さ
麟
懸
p
台
台
状

臨
．
臨
．
　
，
燃
、
筋
4
胎
台
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
年
　
4
台

　
　
　
　
　
　
　
．
、
騨
　
　
　
5
7
年
　
　
台

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
5
5
8
年
4
6
台

餐
鐸
瀦
　
懸
　
　
　
　
　
　
5
9
年
　
0

　
　
　
　
　
馨
．
闘
　
計
6
0
偉
痢

　
　
　
　
瞬
灘
　
醸
　
合
臨
／
♂

期間中の活動
活動項目 活　　動　　内　　容

10月11日（日） 運動期間中に、各地区防犯協会等
10月20日（火） の関係機関・団体及び地域住民の参

運動の盛『） 加を得て、防犯大会、防犯パレード、

上げ 街頭広報、防犯訓練等を実施する。

10月13日（火） 防犯団体及び自動車、駐車場等関

自動車盗難 係団体等の参加を得て、自動車の所

被害防止の 有者、運転者に対し、エンジンキー
防犯診断、 の抜き取｝）、ドアロックの励行及び

防犯指導 自転車の所有者に対するカギかけ、

自転車防犯登録等を指導する。

10月14日（水） 防犯団体及び町内会等の参加を得
10月15日（木） て各家庭を訪問し、出入口、窓等の

一般家庭、 施錠設備及びカギかけの状況を防犯

事業所等の 診断し、不備の点を指導する。

防犯診断、

防犯指導
10月16日（金） 盛ン）場、喫茶店、空地、公園等を

少年を非行 重点に、地域ぐるみの補導活動を実

からまもる 施し、非行少年、家出少年等を発見
日 補導する。

10月17日（土） 風俗関係団体等と連携し、盛ン）場

風俗環境の 等における風俗営業の実態把握をし、

浄化活動 問題のある営業については、健全営
業の推進を指導する。

10月19日（月） 少年を取『）巻く社会環境の実態を

少年を取り 把握するため、自動販売機の設置場

巻く社会環 所、少年のたまぴ）場、有害広告物掲

境の点検 示場所等の点検を実施し、環境浄化
を図る。

10月20日（火） 金融機関の各店舗ごとの防犯体制

金融機関の 及び防犯設備等を防犯診断し、不備
防犯診断、 の点を指導する。

防犯指導

全国防犯運動を盛り上げよう

期　　間
　準備期間
　　　9月11日（金）から10月10日（土）までの30日間

　運動期間
　　　10月11日（日）から10月20日（火）までの10日間

運動の重点

　（1）自動車盗、侵入盗等の盗犯の防止

　（2）少年非行の防止
　（3）覚せい剤等薬物乱用の防止

　（4）悪質商法による被害の防止

統一標語
　（1）愛車への　いたわり示す　ドアロック

　（2）防犯は　日ごと家ごと　地域ごと

　（3）ふれあいと　対話が育てる　子の未来

　全国防犯運動新潟県民大会
oピ　壽紛月12日（潟）13＝00～鵬OO
Oゼニろ　滋越業化会館　弐霧一ル《上越市）

防犯功労煮の表彰、犬会宣言の式典終了後、

歌譲、警察音楽隊、も滋ラーガーズ等によるア

繋灘クシ翌ンがあ搬ます。

ま楚．ア難ラクション終了後、上越搬本町
5丁目惣街頭防犯広報を行騨ますのぞ、多数

の御参蜘をお願鱒します。

※入場無料矯す。知人及び近所の方をお誘い

のうえお糖でくださ鱒。
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サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
に
同
行
し
て

　
　
　
松
代
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
益
　
夫

◆
荷
物
の
背
負
い
方
を
知
ら
な
い
子

　
供
た
ち

　
車
か
ら
降
り
て
キ
ャ
ン
プ
の
現
場

ま
で
約
七
、
八
百
メ
ー
ト
ル
。
こ
の

間
を
キ
ャ
ン
プ
用
品
を
運
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
荒
縄
を
適
当
な
長
さ

に
切
り
一
人
一
人
に
渡
し
た
が
、
荷

物
を
背
負
う
と
い
う
経
験
が
殆
ど
な

い
子
供
達
ば
か
り
だ
っ
た
。
考
え
て

み
れ
ば
「
稲
そ
い
」
な
ど
す
る
必
要
が

な
く
今
は
一
輪
車
か
ト
ラ
ッ
ク
等
で

運
ぶ
時
代
で
あ
る
。
　
一
人
一
人
縄
の

通
し
方
ま
で
指
導
す
る
に
及
ん
だ
。

自
分
の
荷
物
と
他
に
キ
ャ
ン
プ
用
品

だ
か
ら
か
な
り
の
荷
物
で
あ
っ
た
。

◆
喰
う
た
め
に
何
を
す
る
か

　
あ
り
あ
ま
る
食
糧
品
と
物
に
ド
ッ

プ
リ
と
つ
か
っ
て
い
る
現
代
の
子
供

達
に
と
っ
て
「
喰
う
た
め
に
何
を
す

る
か
」
と
問
う
て
も
ピ
ン
と
来
な
い

の
が
普
通
か
も
知
れ
な
い
。
マ
ッ
チ

も
な
し
に
火
が
つ
く
時
代
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
焚
き
木
集
め
、
食
糧
調
達

で
あ
る
。
二
泊
三
日
分
の
焚
き
木
な

ど
ど
の
程
度
の
量
を
集
め
て
良
い
か

子
供
達
に
は
け
ん
と
う
も
つ
か
な
か

っ
た
ら
し
い
。
燃
え
そ
う
な
木
の
一

枝
を
も
っ
て
来
て
は
こ
れ
で
終
わ
り

と
い
う
顔
を
し
て
い
る
。
そ
の
度
に

も
っ
と
集
め
ろ
も
っ
と
集
め
ろ
と
ハ

ッ
。
パ
を
か
け
て
い
た
。

　
食
糧
に
つ
い
て
は
主
食
だ
け
は
ジ

ャ
ガ
イ
モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
用
意
し

　　これがサバイバルだ

8月21日

　13：30　松代発
　14：10　現地着
　　　　　テント張り、食糧の調達

　18：00夕食
　21：00講話
　22：00就寝
8月22日

　6：30起床
　9：00朝食
　10：00　野外訓練（ロープワーク、ロープブリ
　　～　　ツジ渡過）
　　　　食糧調達（魚つり、イカダ作り）

　18：30夕食
　21：00講話
　22：00就寝
8月23日

　6：30起床
　8：30朝食
　9：30　野外訓練（渋海川の源流探索）

　　～
　11：30
　　　　昼食抜き
　12：00　後片付け
　13：30　現地発
　14：15　松代着
〈食糧〉ジャガイモ、サツマイモ、ダイモンジソウ、フキ、イタ

ブリ、モチグサ、ウワバミソウ、ブナの葉、アケビ、アザミ、

オオバコ、クワの葉、ヤマブドウ、岩魚、コイ、オイカワ

た
。
春
な
ら
山
菜
そ
の
他
豊
富
で
あ

る
が
、
今
の
時
季
に
な
る
と
喰
え
る

も
の
は
仲
々
見
つ
か
ら
な
い
。
ど
ん

な
も
の
が
喰
え
る
か
一
応
説
明
し
収

穫
に
あ
た
ら
せ
た
。
幸
い
現
場
近
く

に
は
水
が
か
な
り
の
量
あ
っ
た
。

そ
の
他
大
文
字
草
、
フ
キ
、
ウ
リ
ッ

パ
、
オ
オ
バ
コ
、
桑
の
葉
、
ブ
ナ
の

葉
等
を
味
噌
汁
の
実
や
天
ぷ
ら
に
し

て
食
べ
た
。

　
「
喰
う
た
め
に
何
を
す
る
か
」
と

常
に
問
い
か
け
て
行
動
さ
せ
た
が
、

予
供
達
は
何
を
し
て
良
い
か
わ
か
ら

ず
つ
っ
立
っ
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。

◆
採
ら
ざ
る
者
は
喰
う
べ
か
ら
ず

　
二
日
目
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
豪

雨
に
あ
い
、
遅
い
朝
食
だ
け
は
あ
り

つ
く
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
食

糧
調
達
に
出
か
け
て
昼
食
と
な
る
と

時
間
が
足
り
ず
、
つ
い
に
一
食
抜
き

と
な
っ
た
。
採
ら
ざ
る
者
は
喰
う
べ

か
ら
ず
で
あ
る
。
魚
つ
り
に
出
か
け

る
者
、
コ
ケ
モ
モ
つ
み
に
出
か
け
る

者
と
分
か
れ
て
食
糧
調
達
で
あ
る
。

魚
つ
り
は
津
南
町
菅
沼
と
い
う
と
こ

ろ
で
オ
イ
カ
ワ
と
い
う
小
さ
な
魚
が

よ
く
つ
れ
た
。
コ
イ
が
一
匹
つ
れ
て

み
ん
な
で
大
喜
び
し
た
。
タ
イ
ヤ
チ

ュ
ー
ブ
で
い
か
だ
を
組
み
、
池
の
中

央
部
で
大
漁
を
願
っ
た
が
、
水
遊
び

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
最
後
は
い

か
だ
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
バ
シ
ャ
バ

シ
ャ
や
っ
た
も
の
だ
か
ら
魚
も
逃
げ

て
つ
れ
る
も
の
も
つ
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
一
食
抜
き
の
夕
食
の
お
い
し
か
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

◆
渋
海
川
の
源
流
探
索

　
キ
ャ
ン
プ
し
た
す
ぐ
脇
に
谷
川
の

清
水
が
流
れ
て
い
て
、
飲
む
と
非
常

に
う
ま
い
水
だ
っ
た
。
こ
の
水
の
元

は
湧
水
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
た
が

実
際
そ
れ
を
目
で
確
か
め
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
き
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
大
小

の
倒
木
が
行
く
手
を
ふ
さ
い
で
い
た

が
、
何
と
か
一
時
間
半
ぐ
ら
い
奥
へ

入
い
る
こ
と
が
山
来
た
。
し
か
し
二

六
名
と
い
う
大
勢
の
者
が
一
緒
に
行

動
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
自
然
は
厳

し
過
ぎ
た
。
い
つ
岩
が
く
ず
れ
、
そ

れ
が
命
と
り
に
な
る
と
も
限
ら
な
い
。

渋
海
川
の
源
流
の
湧
水
は
つ
い
に
見

る
こ
と
が
山
来
ず
引
き
返
し
た
。

◆
同
じ
カ
マ
の
メ
シ
な
ら
ぬ
イ
モ
を

喰
っ
た
仲
間

　
三
日
目
と
な
る
と
さ
す
が
に
疲
れ

が
見
え
た
。
し
か
し
、
家
へ
帰
れ
る

と
い
う
安
堵
感
も
あ
っ
た
。
総
合
セ

ン
タ
ー
前
で
非
常
の
為
に
持
っ
て
い

っ
た
乾
パ
ン
を
分
け
て
皆
ん
な
の
無

事
を
喜
び
再
会
を
約
し
て
別
れ
た
が

ほ
ん
と
に
「
仲
間
」
と
い
う
感
じ
で

ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
。

　
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
こ
の
子
達

が
健
全
な
青
少
年
に
育
っ
て
明
日
を

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
る
。
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大
切
な
食
べ
物

　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
英
理
子

私
は
、
サ
バ
イ
パ
ル
謙
ヤ
ン
プ
難
膨
ー
謙
ン
グ
に

参
翻
穆
《
、
食
援
物
が
．
騨
か
に
犬
切
か
、
謹
瀧
、

　
ふ
だ
ん
禽
べ
物
が
ど
ん
な
雄
糧
宋
篠
扱
わ
れ
て
鱒
る

　
　
の
が
を
繍
り
ま
し
だ
。

　
　
　
　
鳶
っ
瀧
三
国
關
の
灘
ヤ
ン
プ
鞍
の
驚
、
お
な
か
は

　
　
　
　
あ
諜
η
す
き
ま
せ
ん
で
し
だ
が
、
昼
食
ぬ
き
は
初
め

　
　
　
　
　
で
の
経
験
驚
じ
た
。
そ
し
て
．
何
よ
駿
も
つ
ら
か
っ

　
　
　
　
　
　
た
の
ほ
、
食
．
蕪
る
も
の
の
種
類
が
少
な
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
毎
糞
．
毎
食
、
騨
も
ば
か
り
、
お
か
ず
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
分
瀧
ち
懸
取
傷
な
け
れ
ぼ
食
べ
ら
れ
な
麟
の
矯
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
な
か
驚
甘
瀬
鱒
薦
め
が
配
ら
羅
だ
老
き
は
、

へ
・

徳砂藩

奉
婁
に
う
麓
し
か
っ
だ
矯
す
。

　
　
家
に
帰
り
《
蕉
る
と
、

　
　
嬢
あ
嬢
ま
彰
だ
。
驚
戴
私
鰭
ぽ
．

　
　
　
誕
る
こ
老
が
楚
き
な
か
っ
滝
⑬
懸
．

　
　
　
　
じ
だ
。
蒸
馨
《
、

懸

　
　
　
　
　
　
少
し
古
終
な
っ
た
ご
は
ん
　
　
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
し
て
も
捨
　
　
少
し
の
気
の
ゆ
る
み
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
太
驚
食
べ
諜
　
　
許
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
繍
常
生
溝
の
食
織
物
の
お
矧
霧
誉

も
う
一
度
考
蓬
直
萎
な
嚢
《
は
い
け
な
い
選
患
い
諜

　
し
燧
。

ミソ汁がついた豪華なメニュー

松
永
派
出
所
長
さ
ん
の
講
話
に

　
　
聞
き
入
る
子
供
た
ち

苦
し
い
中
に
も

　
　
　
　
　
楽
し
い
ひ
と
と
き

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
で
思
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
本
　
籾
　
博
　
昭

こ
の
夏
休
み
僕
ぽ
、
初
め
て
こ
の
ギ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
だ
。
柔
ヤ
ン
プ
懸
は
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
糖
う
だ

今晩もどうにかタ食に

　ありつけた

会

挙Σ
拳

徒！
．、

．

け
あ
燈
《
糖
も
謹
少
じ
の
調
味
料
し
か
持
っ
て
騨
か

　
ず
あ
と
は
、
そ
こ
ら
の
箪
や
魚
を
取
塑
て
食
蝶
た
。

　
　
味
つ
け
は
、
漉
っ
ぽ
か
っ
た
の
驚
好
き
で
は
な
か
っ

　
　
　
だ
。
し
か
し
ア
ジ
ア
な
ん
か
の
国
矯
は
、
そ
ん
な
物

　
　
　
　
で
す
錫
食
．
蕉
ら
れ
な
く
て
う
え
て
撚
る
人
が
鱒
る
の

　
　
　
　
　
を
テ
膨
毬
で
見
る
と
本
当
に
憲
臓
た
く
な
生
活
を
し

　
　
　
　
　
　
で
鱒
る
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
麓
謹
犬
太
の
人
の
話
し
を
聞
い
《
社
会
人
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
だ
塔
、
一
生
懸
命
働
鱒
誕
い
か
な
騎
と
生
き
誕
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
な
い
と
鱒
う
議
と
を
つ
く
づ
く
思
糖
な
お
じ
澹
。
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今
日
も
今
夜
も

も

の
皿
川
↓
心

　
　
　
　
防
災
シ
リ
ー
ズ

⑬

　
上
越
消
防
に
お
け
る
昭
和

62
年
上
半
期
（
ー
月
～
6
月
）

の
火
災
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
出
火
件
数
3
3
件
、
前
年
に

比
べ
B
件
の
増
加
で
す
。
と

い
う
の
は
、
今
年
は
暖
冬
少

雪
と
併
せ
て
春
先
異
常
乾
燥

と
い
う
気
象
条
件
下
で
林
野

火
災
が
多
発
し
、
そ
の
他
、

子
供
の
火
遊
び
、
放
火
等
の

出
火
原
因
も
決
し
て
少
な
く

な
か
っ
た
。
た
ば
こ
、
焚
き

火
の
不
始
末
等
の
お
互
い
の

初
歩
的
な
不
注
意
に
よ
る
出

火
原
因
も
従
来
か
ら
続
い
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
い
く
つ
か

の
火
災
事
例
を
取
り
上
げ
、

［
般
家
庭
か
ら
の
出
火
防
止

と
地
域
に
あ
っ
た
防
火
広
報

に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

天
ぷ
ら
油
火
災

勢
、　

＾
潤臓

鎌雛
　ベ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

壷心　野ミ
　む！ン　　　　、

－瀦葭鶴

①
（
天
ぷ
ら
で
家
ま
で
揚
げ
な
い
よ

う
に
）
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
、

客
が
あ
っ
た
り
、
電
話
が
か
か
り
、

そ
の
場
を
離
れ
、
　
「
一
瞬
な
ら
大
丈

夫
！
」
と
の
油
断
か
ら
出
火
し
た
。

②
（
ガ
ス
栓
を
切
つ
た
つ
も
り
が
誤

り
の
も
と
）
切
っ
た
つ
も
り
の
ガ
ス

栓
が
確
実
で
な
か
っ
た
た
め
、
油
が

徐
々
に
加
熱
さ
れ
出
火
し
た
。

た
ば
こ
の
火
の
不
始
末

☆
　
タ

”／州＼＼＼＼欝

①
火
の
も
と
は
ガ
ラ
ス
製
灰
皿

「
吸
が
ら
」
で
一
杯
に
な
っ
た
ガ
ラ

ス
製
灰
皿
の
消
し
た
は
ず
の
た
ば
こ

の
吸
い
が
ら
が
燃
え
あ
が
り
、
灰
皿

が
割
れ
、
火
の
つ
い
た
吸
い
が
ら
が

こ
ぼ
れ
落
ち
て
出
火
し
た
。

②
押
し
入
か
ら
出
火

　
く
わ
え
た
ば
こ
で
布
団
を
し
ま
っ

て
い
る
と
き
、
布
団
に
た
ば
こ
の
火

の
粉
が
落
ち
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に

い
た
と
こ
ろ
数
時
間
後
に
出
火
し
た
。

10

　
D
　
いψ

○
乏

轡、ノ．

　　　●
　　〆8、，亀

’

③
寝
た
ば
こ
で
出
火

　
寝
た
ば
こ
中
に
つ
い
う
と
う
と
と

寝
入
っ
て
し
ま
い
、
布
団
か
ら
出
火

し
た
。
特
に
酒
に
酔
っ
て
寝
た
ば
こ

は
最
も
危
険
で
す
。

夢
。
、

　躍　づ畿∂・，鴛馨．馨

　　ニの　　妙＼∠ノ1心一

④
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
火
事
の
も
と

　
ご
み
置
場
や
枯
れ
草
の
あ
る
道
路

ぎ
わ
に
、
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
投

げ
す
て
た
為
出
火
し
た
。

塾

騨
蟹’1
　／9、、pノ
喫　 、、・

衡”“
　9

（〉

⑤
く
ず
か
ご
は
灰
皿
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
供
が
母
親
の
留
守
に
い
た
ず

ら
で
「
た
ば
こ
」
を
吸
い
、
見
つ
か

る
の
を
恐
れ
、
吸
い
が
ら
を
紙
に
く

る
ん
で
く
ず
か
ご
ヘ
ポ
イ
！
と
こ
ろ

が
消
し
た
つ
も
り
の
吸
い
が
ら
か
ら

出
火
。

オた壕

w　　（喚
　　qO　（し）

じ艦
¢乞虻り
　　　　9

1
漢
　
砂 o

　
掃
除
を
し
て
い
た
母
親
が
、
灰
皿

の
吸
い
が
ら
が
消
え
て
い
る
も
の
と

思
い
、
く
ず
か
ご
に
捨
て
た
為
出
火

し
た
。
思
い
込
み
は
火
事
の
も
と
！
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第
6
回
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辮

東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
慮

　
第
6
回
東
頸
城
都
美
術
展
覧
会
が
　
　
し
、
日
本
画
は
横
鵬
㎝
以
内
、

大
島
村
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
当
町
よ
り
書
道
部
門
に
お
　
　
彫
塑
工
芸
ー
彫
刻
、
塑
像
、
漆
芸
、

い
て
郡
展
賞
一
名
、
絵
画
、
書
道
部
　
　
金
工
、
木
工
、
竹
工
、
そ
の
他
営
識

門
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
名
づ
つ
、
　
　
以
外
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
．

計
三
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
出
品
さ
れ
た
方
及
び
事
業
所
　
　
書
道
ー
字
句
、
書
体
は
自
由
（
縦
額

に
は
ご
案
内
申
し
上
げ
て
あ
り
ま
す
　
　
は
幅
7
6
㎝
以
内
、
縦
醜
㎝
以
内
。

が
、
多
数
の
方
か
ら
出
品
い
た
だ
き
　
　
横
額
は
幅
醜
㎝
以
内
、
縦
7
6
㎝
以
内

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
仮
表
装
以
上
（
仮
巻
き
は
不
可
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
必
ず
所
置
の
釈
文
を
添
附
す
る
事

　
　
　
開
　
催
　
要
　
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
”
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ

展
覧
会
　
昭
和
62
年
1
0
月
1
7
日
ω
～
　
　
は
7
3
㎝
×
鵬
㎝
以
内
の
パ
ネ
ル
表
装

19

日
㈹
、
午
前
9
時
～
午
後
6
時
　
　
　
ま
た
は
額
装
の
こ
と
、
組
写
真
は
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
㎝
～
7
3
㎝
）
×
（
9
0
㎝
～
鵬
㎝
）

会
場
　
大
島
村
新
堀
芸
術
学
院
体
育
　
　
の
パ
ネ
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
の

館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
。
そ
の
際
、
一
枚
の
写
真
の
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ズ
は
8
ツ
切
以
上
と
す
る
。

部
門
　
絵
画
、
彫
塑
工
芸
、
書
道
、

写
真
の
4
部
門
に
つ
い
て
公
募
と
し
　
　
作
品
は
1
0
月
1
2
日
ま
で
に
松
代
町
総

出
品
数
は
一
人
3
点
以
内
と
す
る
。
　
　
合
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

出
品
資
格
　
郡
内
に
住
民
登
録
又
は
　
　
表
賞
　
各
部
門
ご
と
に
郡
展
賞
1
点

勤
務
地
を
有
す
る
高
校
生
以
上
　
　
　
　
奨
励
賞
3
点
以
内
を
選
考
し
、
賞
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
賞
品
を
授
与
す
る
。

出
品
基
準
　
未
発
表
の
も
の
に
限
る

絵
画
”
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

（
額
縁
付
、
5
0
号
以
内
と
す
る
。
但

審
査
員

　
絵
画
ー
上
越
美
術
協
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
－
仲
田
　
大
二

　
彫
塑
工
芸
目
県
美
術
家
連
盟
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
　
元
則

　
書
道
ー
日
本
書
道
教
育
学
会
評
議

　
　
　
　
員
　
　
　
早
川
　
素
秋

　
写
真
ー
二
科
会
写
真
部
新
潟
支
部

　
　
　
　
幹
事
　
　
　
橋
本
浩
市

　
審
査
及
び
展
示
に
つ
い
て
、
出
品

者
の
異
議
の
申
し
立
て
は
認
め
ま
せ

ん
。

「
体
力
つ
く
り
」
情
報

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
健
康
に
つ
い
て

　
全
国
に
健
康
の
た
め
に
走
る
、
い

わ
ゆ
る
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
、
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
経
済
成
長
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
は
歩
く
こ
と
、
走
る
こ
と
を
忘
れ
、

ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

体
力
は
弱
ま
り
、
脚
力
は
衰
え
、
肥

ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

満
体
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

◆
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
の
効
果
　
◆

　
現
代
人
は
、
脚
力
が
急
速
に
衰
え

望ましい運動中の心拍数
年 最　高 85％（運動選 r80％（望まし 75％（心臓病

手のトレー二・ いトレーニン
齢 心拍数 ング心拍数 グ心拍数） 歴のある人

20 200 170 160 150
22 198 168 158 148
24 196 167 157 147
26 194 165 155 145
28 192 163 154 144
30 190 162 152 143
32 189 161 151 142
34 187 159 150 140
36 186 158 149 140
38 184 156 147 138
40 182 155 146 137
45 179 152 143 134
50 ！75 149 140 131
55 171 145 137 128
60 160 136 128 120
65 150 128 120 113

て
き
ま
し
た
。
と
く
に
体
力
が
衰
え

始
め
る
中
高
年
者
は
、
ま
ず
脚
か
ら

衰
え
る
の
が
通
説
で
す
。
筋
力
の
も

っ
と
も
強
い
年
代
は
2
0
歳
台
で
す
。

　
そ
の
時
の
力
を
㎜
と
す
る
と
、
60

歳
台
で
は
、
上
半
身
は
2
5
％
減
と
な

り
、
そ
れ
で
も
約
7
5
％
の
力
は
残
っ

て
い
ま
す
が
、
下
半
身
と
な
る
と
5
5

％
減
で
約
4
5
％
の
力
し
か
残
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
の
で
す
。
上
半
身
に
比
べ
て
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
身
の
老
化
は
急
速
で
あ
る
。
そ
の

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

た
め
に
も
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
最
良
で

あ
る
。

　
年
配
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
経
済

的
、
運
動
量
に
お
い
て
も
健
康
マ
ラ

ソ
ン
ほ
ど
最
適
な
も
の
は
な
い
で
し

ょ
・
つ
。

◆
継
続
し
な
け
れ
ば
ゼ
ロ
に
な
る
◆

　
健
康
マ
ラ
セ
ン
の
効
果
は
、
走
り

始
め
れ
ば
す
ぐ
効
果
が
現
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
数

ヵ
月
・
一
年
く
ら
い
を
目
標
を
お
き

　
　
　
　
し
ら
　
し
な
よ
　
安
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

＊この数値は安静時の心拍数72（男性）、80（女性）をもとに

ている。心臓疾患をもつ人は事前に負荷心電図をとっても
う必要がある。

この年齢別最高心拍数は、スポーツ選手が競技中の最も激

い状態でのみ体験するもので、通常、私たちが日々効果的

運動をしようとするときは、この最高心拍数の80％になる

うに運動をする。

ただし、この表の設定が＊印のようになっていますので、

静時の心拍数が＊印よりも大幅に異なる場合は、次の公式

用いる。

　　（最高心拍数一安静時心拍数）×65％＋
　　　　　　　安静時心拍数二適正トレーニング心拍肇

ま
し
ょ
う
。
中
高
年
者
の
運
動
効
果

は
緩
徐
で
あ
り
、
非
蓄
積
性
で
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

　
ゆ
っ
く
り
・
楽
し
く
・
い
つ
ま
で

も
走
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

◆
　
落
し
穴
に
陥
る
な
　
◆

　
他
人
よ
り
健
康
だ
と
、
そ
の
気
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
に
落
し
穴
が
あ
る

の
で
す
。
年
配
者
は
車
に
た
と
え
れ

ば
、
中
古
車
で
あ
り
、
す
べ
て
の
器

官
が
健
康
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

で
決
た
ら
何
が
何
で
も
や
り
抜
く
の

は
、
疲
労
が
溜
り
ま
す
の
で
適
当
な

休
息
が
必
要
で
す
。
あ
く
ま
で
〃
遅

い
あ
な
た
が
主
役
で
す
〃

◆
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
効
果
　
◆

　
空
気
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
吸
い
、
新

し
く
な
っ
た
血
液
を
、
一
定
の
ス
ピ

ー
ド
で
一
定
時
間
、
身
体
の
す
み
ず

み
ま
で
循
環
さ
せ
ま
す
。
脈
拍
か
伽

あ
れ
ば
、
必
要
最
小
限
度
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
．

◆
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
雑
草
で
あ
る
◆

　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
ラ
ン
ナ
ー
は
、

固
い
地
面
を
割
っ
て
、
自
力
で
生
え

た
雑
草
で
す
。
エ
リ
ー
ト
の
大
輪
の

花
は
必
要
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
小
さ
な
名
も
な
い
小
さ
な
花
を
咲

か
せ
る
の
で
す
。
誰
か
耕
し
て
く
れ

た
も
の
で
も
な
く
、
誰
れ
に
肥
料
を

も
ら
っ
た
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

〃
す
べ
て
自
分
自
身
の
力
で
咲
か

　
　
　
　
　
　
せ
て
く
だ
さ
い
。
〃
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の

　
　
　
町

　
　
　
代

　
　
　
松

　
漢
字
で
、

モ
ズ
は
、

さ
れ
、

る
鳥
で
す
。

鳥　
」野

モ

　
　
　
　
　
百
舌
鳥
、
鴫
と
書
く
、

　
　
　
　
ス
ズ
メ
目
モ
ズ
科
に
分
類

　
　
　
松
代
町
に
は
普
通
に
見
ら
れ

　
　
　
　
　
百
舌
鳥
と
は
、
百
種
の

鳥
や
動
物
の
鳴
き
ま
ね
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
文
字
で

す
が
、
百
種
は
オ
ー
バ
ー
で
す
が
、

い
ろ
ん
な
鳥
や
、
動
物
の
鳴
き
声
を

ま
ね
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ミ
ソ
サ
ザ

イ
、
イ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
、
ヒ
ガ
ラ
、

コ
ガ
ラ
、
ウ
ソ
、
イ
カ
ル
、
ウ
グ
イ

ス
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
、
ホ
オ
ジ
ロ

な
ど
、
三
〇
種
位
の
鳥
の
鳴
き
声
を

ま
ね
て
鳴
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

コ
ジ
ュ
ケ
イ
の
、
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
、

チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
と
い
う
声
を
ま
ね
た

モ
ズ
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

鳴
き
ま
ね
は
、
モ
ズ
本
来
の
鳴
き
声

に
捜
入
さ
れ
る
の
で
す
が
、
捜
入
歌

と
呼
び
、
鳥
の
研
究
者
の
間
で
は
、

「
ひ
ろ
い
込
み
」
と
呼
び
、
そ
れ
ゆ

え
に
、
百
舌
鳥
と
書
か
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
こ
の
「
ひ
ろ
い
込
み
」

の
意
味
す
る
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な

シ
リ
ー
ズ
⑦

ズ
松
　
永

1光

説
が
あ
り
ま
す
が
、
鳥
が
サ
エ
ズ
リ

を
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
替
え
歌

（
レ
パ
ー
ト
リ
ー
）
を
持
ち
、
替
え

歌
の
数
が
多
い
個
体
ほ
ど
、
ナ
ワ
バ

リ
ヘ
の
同
種
個
体
の
侵
入
回
数
が
少

な
く
、
さ
ら
に
メ
ス
は
レ
パ
ー
ト
リ

ー
の
多
い
歌
を
歌
う
オ
ス
に
ひ
か
れ

る
こ
と
が
、
外
国
の
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

な
ど
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
モ
ズ
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
何
ん
と
な
く

納
得
で
き
る
説
で
す
。

　
モ
ズ
は
春
よ
く
見
ら
れ
ま
す
し
、

秋
、
見
通
し
の
よ
い
枯
木
の
頂
で
尾

と
ま
わ
し
な
が
ら
、
キ
ィ
ー
キ
ィ
ー

キ
ィ
ー
と
鳴
い
て
い
る
の
を
よ
く
見

か
け
、
宮
本
武
蔵
の
絵
に
重
要
文
化

　
　
　
こ
　
ぽ
く
め
い
げ
き
ず

財
の
「
枯
木
鳴
鴫
図
」
が
あ
り
ま
す

が
モ
ズ
の
秋
の
姿
を
よ
く
書
い
て
あ

り
ま
す
。
モ
ズ
が
秋
枯
木
の
上
で
鳴

く
こ
と
を
「
高
鳴
き
」
と
言
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
自
分
の
ナ
ワ
バ
リ
ヘ

接
近
し
て
来
た
侵
入
者
を
発
見
し
た

時
の
「
敵
機
来
襲
」
の
警
戒
警
報
で

あ
り
、
侵
入
者
が
立
去
ら
な
い
時
は

飛
び
出
し
て
行
き
、
追
い
出
し
を
し

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ナ
ワ
バ
リ
宣
言
と

言
え
る
の
で
す
。
モ
ズ
は
秋
か
ら
、

ナ
ワ
バ
リ
を
作
っ
て
い
る
と
言
え
る

の
で
す
。
こ
の
ナ
ワ
バ
リ
は
オ
ス
も

メ
ス
も
作
り
ま
す
が
、
春
に
な
る
と

メ
ス
は
自
分
の
ナ
ワ
バ
リ
を
出
て
放

浪
す
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ス
の
ナ
ワ

バ
リ
は
近
く
の
オ
ス
に
占
領
さ
れ
て

な
く
な
り
、
そ
の
か
わ
り
メ
ス
は
、

オ
ス
の
ナ
ワ
バ
リ
内
に
ど
ん
ど
ん
侵

入
し
、
オ
ス
は
入
っ
て
来
た
メ
ス
の

横
に
止
ま
り
、
モ
ズ
か
ら
は
想
像
で

き
な
い
く
ら
い
の
美
し
い
、
や
さ
し

い
声
で
鳴
き
（
こ
の
時
は
、
口
階
は

ほ
と
ん
ど
開
か
ず
、
の
ど
だ
け
が
、

せ
わ
し
く
震
え
て
い
る
）
ま
す
。
こ

の
鳴
き
方
を
、
ぐ
ぜ
り
鳴
き
と
も
言

い
ま
す
が
、
こ
の
鳴
き
声
の
中
に
、

ウ
グ
イ
ス
、
ヒ
バ
リ
、
ホ
オ
ジ
ロ
な

ど
の
声
を
捜
入
し
ま
す
。
メ
ス
は
気

に
入
ら
な
け
れ
ば
そ
の
ナ
ワ
バ
リ
か

ら
出
て
し
ま
い
、
オ
ス
は
ナ
ワ
バ
リ

の
境
堺
で
止
ま
り
ナ
ワ
バ
リ
か
ら
出

ま
せ
ん
。
す
る
と
隣
り
の
ナ
ワ
バ
リ

の
オ
ス
が
こ
ん
ど
メ
ス
に
近
よ
り
、

前
の
オ
ス
と
同
じ
よ
う
に
鳴
き
出
し

ま
す
。
メ
ス
は
気
に
入
ら
な
け
れ
ば

次
々
に
オ
ス
の
ナ
ワ
バ
リ
を
放
浪
し

ま
す
が
、
メ
ス
の
嫁
入
り
先
を
決
定

す
る
「
気
に
入
っ
た
も
の
、
場
所
？
」

い
わ
ゆ
る
指
標
は
何
か
、
「
財
産
か
、

男
前
か
」
、
そ
れ
と
も
両
方
な
の
か
、

今
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
指
標
は
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

そ
れ
は

見
知
ら
ぬ
人
へ
の

　ご協力ありがとう

　　　　　　　ございました

　　　　　　　　O印は400配献血された方です。

若月　　隆　　西山　　稔　　鈴木　幸春　　茂野　孝蔵

○笠井　幸雄　　小堺　義雄　　鈴木　利雄　　小堺　月子

大野　賢郎　　沢田　健次　　栃　　　久　　岡田　一行

若井　利晴　柳　　　進　関谷　正利　仲村　岩雄

市川　栄造　　若井　浩司　横田　和吉　　武田　芳夫

牧野　恵子　　数井　和代　　佐藤　和男　　市川　昭三

雨宮　秀明　伊佐大二郎　　高橋　重人　北島　誠二

布施　智夫　　市川　　勇　　米持　英雄　　木村　隆夫

○小池　政明　堀川　一郎　矢代　　功○武田　繁男

　他・高校生122名　　　　　　9月5日受付

あ
な
た
も
ぜ
ひ
一
度
献
血
を

　
　
次
回
は
1
0
月
1
2
日
㈲
役
場
前
で
す
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へっ
て
い
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
春
こ
の
よ
う
な
動
き

を
す
る
モ
ズ
も
夏
は
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
夏
は
ど
こ

に
行
っ
て
生
活
す
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
山
地
で
避
暑
を
し
て
い
る
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
　
「
ひ
ろ
い
込

み
」
か
ら
も
亜
高
山
帯
の
ミ
ソ
サ
ザ

イ
、
メ
ボ
ソ
ク
シ
ク
イ
、
ヒ
ガ
ラ
、

ウ
ソ
な
ど
の
声
を
に
ろ
い
込
ん
で
鳴

く
と
こ
ろ
か
ら
避
暑
説
も
納
得
で
き

そ
う
な
説
で
す
。

　
モ
ズ
は
英
語
で
、
ブ
ッ
チ
ャ
ー
バ
、

ー
ド
（
屠
殺
鳥
）
、
ド
イ
ツ
語
で
、

ビ
ュ
ル
ガ
ー
（
し
め
殺
し
屋
）
と
呼

ば
れ
、
日
本
で
は
、
小
鳥
の
中
の
殺

し
屋
と
か
、
小
さ
な
猿
離
と
言
わ
れ

自
分
よ
り
大
き
な
タ
カ
の
一
種
の
サ

シ
バ
に
向
っ
て
行
っ
た
り
、
ツ
グ
ミ

や
シ
ロ
ハ
ラ
な
ど
も
時
に
は
殺
し
て

餌
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
食

餌
量
の
五
三
、
五
％
は
、
ゴ
ミ
ム
シ
、

マ
グ
ソ
コ
ガ
ネ
で
し
め
外
に
ト
ノ
サ

マ
バ
ッ
タ
、
ケ
ラ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な

ど
も
捕
食
し
、
そ
の
た
め
に
嚇
は
、

ワ
シ
、
タ
カ
と
同
じ
よ
う
に
下
方
に

カ
キ
型
に
曲
が
り
、
く
い
ち
ぎ
る
の

に
適
し
た
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
足

の
爪
も
強
く
、
注
意
し
な
い
と
怪
我

を
す
る
く
ら
い
で
す
。
筆
者
も
柏
崎

市
で
の
標
識
調
査
で
モ
ズ
を
何
羽
か

捕
獲
し
足
輪
を
付
け
放
鳥
し
ま
し
た

が
、
モ
ズ
が
か
か
っ
て
い
る
と
持
っ

て
い
る
軍
手
を
左
手
に
二
枚
つ
け
、

右
手
に
は
布
袋
（
捕
獲
し
た
鳥
を
入

れ
る
袋
）
を
持
っ
て
モ
ズ
の
注
意
を

そ
ら
し
て
左
手
で
つ
か
ま
え
、
爪
や

噛
か
ら
の
抗
撃
を
ふ
せ
ぎ
な
が
ら
、

標
識
し
た
経
験
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

に
し
な
い
と
指
は
か
み
つ
か
れ
爪
で

し
っ
か
り
握
ら
れ
傷
だ
ら
け
に
な
る

こ
と
は
、
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

余
談
で
す
が
、
標
識
調
査
の
中
で
、

一
番
嫌
い
な
鳥
は
、
モ
ズ
と
シ
メ
ゴ

シ
メ
は
、
噛
の
力
が
強
大
で
一
た
ん

く
い
つ
か
れ
る
と
非
常
に
い
た
く
、

涙
が
出
る
位
で
、
な
か
な
か
離
し
て

く
れ
な
い
鳥
で
す
。

　
モ
ズ
は
こ
れ
ま
で
留
鳥
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
一
部
の
も
の
は
、

標
識
調
査
結
果
、
新
潟
県
放
鳥
の
も

の
が
、
山
口
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県

で
回
収
さ
れ
て
お
り
特
に
、
山
口
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の

の
も
の
は
、
海
に
浮
か
ぶ
孤
島
の
角

し
ま島

で
回
収
さ
れ
、
外
国
に
も
渡
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
　

　
読
者
の
皆
さ
ん
は
、
は
や
に
え
を

ご
存
知
と
思
い
ま
す
。
こ
の
は
や
に

え
に
は
、
い
ろ
ん
な
説
が
あ
り
ま
す

が
、
決
定
的
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
松
代
町
で
も
、
さ
が
せ
ば

は
や
に
え
を
み
つ
け
る
こ
と
は
容
易

と
思
い
ま
す
。
見
つ
け
た
ち
、
雪
の

あ
る
時
期
そ
れ
を
食
べ
る
か
ど
う
か

観
察
す
る
の
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い

ま
す
。
九
月
に
入
っ
て
時
々
モ
ズ
の

高
鳴
き
を
聞
き
ま
す
。
太
田
水
穂
の

モ
ズ
の
歌
で
こ
の
頃
を
終
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
や

　
あ
さ
し
は
し

　
　
雲
る
日
癖
の
昼
晴
れ
て

　
　
　
こ
の
ご
ろ
た
の
し

　
　
　
　
百
舌
鳥
の
高
哺
き

赤い羽根共同募金

毎む

わかちあう幸せ
　＝昨年の寄付金はこのように使われました＝
お母さんのいない家庭や

お父さんのいない家庭の

幸せのために

9億円
（4％）　　　　　奉仕者の

　歳末

　たすけあいに

魁
　　　　76億円
　　　　（34％）

6）　　　　　奉仕者の1

　　　　　研修費などに

　　　　　　22億円
／病気などで　　　（10％）

生活に困っている

人のために

　25億円（11％）

子供の幸せのために　　　　　圭■i

25億円

（11％）　　　　体の

　　　　　　不自由な人やお年寄りの幸せ

　　　　知恵遅れの人の　のために

　　　　ために（謝4・億円（18％ツ
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■
～
蟹

懸

Φ

難

翻，

、
　
　
踵

騰
％㈱

　　　　　　　　　　　　　繍

　　　　　　　　　　　毒

　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　購難

　　　　　　1　　　　　齢

　　　　

　　　灘
　離

雛
難
∴｝’野

小錦関を追い越す
新入生の
子牛三頭

理

　
四
月
四
日
、
莇
平
小
学
校
に
入
学

し
た
子
牛
三
頭
は
、
入
学
直
後
、
風

邪
や
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
は
し
た
も
の

の
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
、
子
ど
も
た

ち
に
見
守
ら
れ
、
五
か
月
を
経
過
し

た
現
在
、
入
学
時
の
五
倍
以
上
の
体

重
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
と
仲
よ
く

生
活
し
て
い
ま
す
。
天
候
の
よ
い
時
、

グ
ラ
ン
ド
に
放
さ
れ
た
牛
た
ち
は
、

ひ
ず
め
の
音
を
快
く
響
か
せ
、
尻
尾

を
高
く
振
り
上
げ
な
が
ら
疾
走
し
子

ど
も
た
ち
も
、
牛
と
一
緒
に
い
る
こ

と
の
幸
せ
を
噛
み
し
め
な
が
ら
子
牛

を
追
っ
て
い
ま
す
。

　
六
月
に
行
わ
れ
た
運
動
会
で
は
、

子
牛
た
ち
も
入
場
行
進
、
体
重
あ
て

ク
イ
ズ
、
タ
イ
ヤ
引
き
レ
ー
ス
に
出

場
し
、
子
ど
も
と
と
も
に
運
動
会
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
八
月
五
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

飼
育
当
初
か
ら
欲
し
い
と
思
っ
て
い

た
牛
の
体
重
計
（
牛
衡
機
）
が
、
滋

の入場行進を終え子どもたちと整列する子牛

賀
県
の
「
近
江
度
量
衡
株
式
会
社
」
か

ら
寄
贈
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

み
が
、
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。
　
一

週
間
ご
と
の
体
重
測
定
が
待
ち
遠
し

く
て
た
ま
ら
な
い
よ
う
で
す
。
体
重

の
変
化
を
示
す
グ
ラ
フ
用
紙
に
は
、

「
モ
グ
モ
グ
食
べ
て
元
気
に
強
く
た

く
ま
し
く
な
あ
ー
れ
」
と
書
か
れ
て

あ
り
十
一
月
十
五
日
の
出
荷
予
定
日

ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
目
標
は
四
百
キ

ロ
と
の
こ
と
。
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h▲牛の体重測定「きょうは、何キロになっているかな
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ブ島

曜
ソ

　
二
年
程
前
、
学
生
時
代
の
友
人
と

「
山
陰
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
津

和
野
を
旅
し
た
．

　
昼
食
は
、
し
っ
か
り
と
「
つ
わ
ぶ

き
ご
は
ん
」
を
食
べ
た
。
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
つ
わ
ぶ
き

ご
は
ん
」
は
、
こ
の
地
の
名
物
で
「
食

べ
て
帰
ら
ね
ば
損
！
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
煤
け
た
お
盆
に
、
か
な
り

使
い
こ
ま
れ
た
（
所
々
欠
け
て
い
た
）

茶
碗
に
盛
ら
れ
て
出
て
き
た
。
ち
な

み
に
、
料
金
は
、
ご
は
ん
、
吸
い
物

御
浸
し
、
香
の
物
が
付
い
て
千
円
で

雑

感

あ
っ
た
。
味
の
方
は
、

く
期
待
外
れ
．

　
そ
も
そ
も
「
つ
わ
ぶ
き
」
と
は
、

「
津
和
野
」
地
方
で
採
れ
る
「
蕗
」

の
こ
と
で
、
こ
の
料
理
も
早
い
話
が

「
蕗
の
ま
ぜ
ご
は
ん
」
で
あ
っ
た
。

民
宿
で
の
食
事
も
似
た
様
な
も
の
で

山
菜
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
、
例
え
る
な

ら
、
我
家
で
、
お
盆
に
里
帰
り
し
て

き
た
親
戚
一
同
を
持
て
成
す
「
山
菜

料
理
」
、
そ
の
も
の
で
あ
る
。
白
け
て

い
る
私
と
は
対
象
的
に
、
東
京
育
ち

の
友
人
は
、
こ
れ
ら
の
料
理
を
い
た

く
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
実
に
満
足

他
の
観
光
客
も
喜
ん
で
い
る
様
子
で

あ
っ
た
。
撫
然
と
し
て
い
る
の
は
、

田
舎
者
の
私
一
人
だ
け
の
様
だ
。

　
考
え
て
み
る
と
、
津
和
野
で
の
散

策
も
、
何
と
な
く
新
鮮
味
が
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
。
高
台

気
で
あ
っ
た
。
又
、
彼
だ
け
で
な
く
、

と
レ、

う
と

全
　　　　口
　　　　口口

　
　
田
　
　
靖

に
あ
る
津
和
野
城
跡
に
登
り
、
街
並

み
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
フ
ッ
と
気

付
い
た
の
だ
が
、
そ
の
眺
め
は
、
四

方
を
山
に
囲
ま
れ
、
民
家
よ
り
も
、

田
、
畑
、
森
、
林
な
ど
の
緑
が
多
く

川
が
静
か
に
流
れ
、
ま
る
で
見
慣
れ

た
松
代
の
風
景
で
あ
る
。
が
、
こ
こ

で
も
、
友
人
を
含
め
他
の
観
光
客
は

し
き
り
に
感
激
し
て
い
た
。

　
松
代
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
様
な

こ
の
地
が
i
（
も
っ
と
も
、
S
L

が
走
り
、
森
鴎
外
、
西
周
な
ど
の
す

ぐ
れ
た
文
化
人
を
輩
出
し
、
観
光
事

業
と
い
う
も
の
に
、
そ
れ
な
り
の
し

っ
か
り
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
）

山
陰
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
、
あ
る
い
は
、
新
聞
、
雑

紙
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
年
間
何
万

人
と
い
う
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。

　
つ
い
先
日
（
八
月
下
旬
）
松
代
に

県
内
各
地
（
新
潟
、
新
発
田
、
寺
泊
）

の
若
者
が
集
ま
り
、
城
山
で
キ
ャ
ン

プ
を
行
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
、

来
た
早
々
「
ワ
ー
！
山
が
目
の
前
に

あ
る
！
」
と
、
そ
れ
だ
け
で
大
は
し

ゃ
ぎ
で
あ
っ
た
。

　
思
う
に
、
我
々
が
日
常
生
活
の
中

で
、
見
慣
れ
た
、
見
飽
き
た
、
当
り

前
の
事
や
物
（
例
え
ば
、
山
、
川
、

林
、
食
べ
物
）
は
、
他
の
人
々
、
（
一

般
に
都
会
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
）
に

と
っ
て
は
、
我
々
が
予
測
し
て
い
る

以
上
に
新
鮮
に
写
る
様
で
あ
る
。

　
平
凡
社
が
出
版
し
た
「
自
然
観
察

路
ガ
イ
ド
」
と
い
う
本
が
あ
る
。
日

本
各
地
の
、
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
場
所
を
紹
介
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
中
に
、
新
潟
県
を
代
表
し

て
、
妙
高
高
原
、
笠
堀
、
佐
渡
と
共

に
、
松
代
が
、
ブ
ナ
の
自
然
林
の
宝

庫
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
地
域
お
こ
し
」
「
村
お
こ
し
」
等
が

叫
ば
れ
る
昨
今
、
何
を
す
る
に
し
て

も
、
ヒ
ン
ト
は
、
我
々
が
気
付
か
な

い
で
い
る
、
日
常
生
活
の
中
の
ご
く

身
近
な
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
月
の
表
紙

　
松
代
古
町
に
ウ
ー
マ
ン
・
パ
ワ
ー

が
大
爆
発
．

　
一
ヶ
月
前
の
時
節
は
ず
れ
の
写
真

で
す
が
敢
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　
担
ぐ
人
た
ち
の
掛
け
声
が
伝
わ
っ

て
き
そ
う
で
す
。
松
代
始
ま
っ
て
以

来
の
画
期
的
出
き
事
に
な
り
ま
し
た
。

男
シ
ョ
の
担
ぐ
神
輿
と
違
っ
て
、
華

や
い
だ
神
輿
に
町
の
人
々
も
驚
い
た

様
子
で
す
。

　
今
後
あ
ち
こ
ち
の
祭
り
で
、
こ
こ

の
よ
う
に
女
シ
ョ
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
地
域
の
祭
り
も
盛
ん
に

な
り
”
村
お
こ
し
”
に
つ
な
が
る
の

で
は
？
　
来
年
が
楽
し
み
で
す
ね
。

戸
籍
の
窓
ロ

八
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

富
澤
　
雅
人
　
父
佐
一
郎
　
母
秀
子

　
　
　
（
二
男
　
小
荒
戸
　
紙
屋
）

山
岸
　
晋
一
　
父
武
一
　
　
母
律
子

　
　
　
　
（
長
男
　
片
桐
山
　
浦
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

市
川
　
輝
雄
　
　
2
9
歳

　
　
　
　
池
之
畑
　
　
道
　
堺

小
堺
元
之
眞

　
　
　
　
儀

牧
田
　
富
司

　
　
　
　
峠

中
沢
桂
太
郎

　
8
8
歳

明
　
　
孫
　
円

　
81
歳

　
　
　
泉
屋

　
7
6
歳

木
和
田
原
　
山
中
屋

相
澤
　
　
敏
　
　
6
9
歳

　
　
　
　
松
代
　
　
善
吉

西
潟
　
義
之
　
　
71
歳

　
　
　
　
福
島
　
　
糀
屋

富
澤
　
ト
ク
　
　
82
歳

　
　
　
　
小
荒
戸
　
　
長
　
峯
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文
　
藤
郵

　
　
　
　
　
　
　
．
欝
　
，
ド

芸

　
　
　
　
　
　
　
の
で

　
　
　
　
　
　
　
寓
、
C

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

う
つ空

せ
み揮

西
潟
去
水

虫
籠
に
空
蝉
あ
ま
た
孫
帰
る

農
夫
の
死
稲
妻
走
る
過
疎
の
村

倒
伏
の
稲
田
見
廻
る
注
意
報

水
口
は
遅
れ
が
ち
な
る
稲
の
花

い
つ
し
か
に
筆
洗
う
水
の
澄
み
に
け
り

新

盆

　
　
　
　
　
佐
藤
八
千
代

　
　
　
　
う
り
ざ
い

冷
し
お
く
瓜
菜
客
に
喜
ば
れ

こ
う
　
じ
　
み
ち

小
路
道
日
暮
れ
て
胡
瓜
き
ざ
む
音

新
盆
や
参
る
墓
前
に
胸
つ
ま
り

盆
休
暇
母
の
手
料
理
た
っ
ぷ
り
と

手
花
火
を
こ
わ
ご
わ
の
ぞ
く
孫
の
顔

流
　
れ
　
星

山
岸
　
耕
人

稲
妻
や
寝
相
悪
き
は
神
ぞ
知
る

鉢
巻
の
草
の
実
落
と
し
山
昼
餉

む
さ
さ
び
の
影
が
尾
を
引
く
流
れ
星

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ち
ま

日
つ
ま
り
て
糸
瓜
長
々
暗
き
部
屋

ひ
ね
く
れ
て
黙
っ
て
は
ぜ
る
鳳
仙
花

し
ぶ
み
句
会

萩
の
風
読
経
流
る
る
大
広
問

雨
衝
い
て
女
神
輿
の
荒
々
し

六
　
花

己
が
行
く
足
音
ば
か
り
虫
の
声

電
柱
に
腰
し
ば
ら
れ
て
花
芙
蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅

茶

二
度
三
度
誘
わ
れ
入
る
踊
り
の
輪

稲
架
を
組
む
役
割
任
せ
父
老
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

朝
露
に
ぬ
れ
茗
荷
の
子
抱
え
来
る

あ
る
か
な
き
風
を
コ
ス
モ
ス
と
ら
え

け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

夏
山
路
た
ど
り
て
す
が
し
永
平
寺

新
じ
ゃ
が
や
遠
き
終
戦
思
い
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

参
道
の
石
坂
ゆ
け
ば
蝉
時
雨

夕
立
や
祭
ば
や
し
の
音
は
止
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜

沙

裸
電
球
祭
り
の
あ
と
の
静
け
さ
に

蝉
さ
そ
い
晩
夏
の
陽
光
山
つ
つ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

墓
参
り
い
つ
も
の
道
の
石
佛

川
狩
り
や
涼
し
き
声
の
ひ
び
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

浮
き
草
に
稲
妻
走
る
秋
の
雨

初
秋
や
色
と
り
ど
り
の
花
畑

美
　
根

呑
み
か
わ
す
酒
の
う
ま
さ
や
盆
お
客

じ
ゃ
が
薯
を
掘
る
手
ご
た
え
に
胸
お

ど
る
　
　
　
　
　
　
　
千
登
也

蒲
生
句
会

酒
臭
き
歓
声
飛
べ
る
村
芝
居

盆
過
ぎ
の
村
森
閑
と
寝
ま
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

細
道
に
刈
り
残
し
見
る
萩
の
花

灯
籠
を
は
り
替
え
て
待
つ
盆
踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

聞
く
も
一
人
鳴
く
も
一
匹
法
師
蝉

時
と
し
て
稲
穂
を
ゆ
す
る
風
生
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

秋
菜
蒔
き
思
い
出
い
つ
も
亡
母
と
あ
り

　
　
　
　
　
か
ん
ぴ
う

露
深
き
挨
拶
干
瓢
日
和
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

雨
上
り
我
こ
そ
と
鳴
く
蝉
時
雨

初
な
り
の
ブ
ド
ウ
色
づ
き
祭
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
女

鷺
草
の
悦
惚
と
翔
ぶ
一
編
隊

　
た
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
あ
き
ん
ど

祭
山
車
解
き
お
り
小
商
人
に
戻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

園
芸

ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
ー

欝
韓
咲
難
花

　
　
論
　
　
．
撰

　
茎
が
丈
夫
で
、
他
に
か
ら
み
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

ど
ん
ど
ん
の
び
て
い
く
つ
る
性
の
多

年
草
で
す
。
茎
か
ら
た
が
い
ち
が
い

に
柄
が
出
て
そ
の
先
に
葉
が
三
枚
分

れ
て
つ
い
て
お
り
、
草
全
体
に
細
か

い
毛
が
あ
る
．

　
花
は
長
さ
一
八
ミ
リ
～
二
〇
ミ
リ

の
ブ
ド
ー
の
房
状
に
つ
き
、
赤
茶
色

で
、
独
特
の
甘
い
香
り
が
し
ま
す
。
魅

　
太
く
大
き
く
長
い
根
は
澱
粉
質
に

富
ん
で
い
て
、
こ
れ
か
ら
ク
ズ
粉
が

と
れ
ま
す
。

　
も
と
も
と
葉
は
家
畜
の
飼
料
と
し

て
利
用
さ
れ
喜
ば
れ
た
も
の
で
す
が
、

人
間
が
食
べ
る
と
す
れ
ば
、
若
葉
、

花
等
で
、
て
ん
ぷ
ら
、
漬
物
、
花
の

三
杯
酢
等
で
、
根
茎
か
ら
は
本
物
の

ク
ズ
粉
が
と
れ
ま
す
。

　
薬
用
と
し
て
は
、
感
冒
、
二
日
酔

等
に
き
く
そ
う
で
す
。

ク
ズ
粉
の
つ
く
り
方

　
根
を
臼
で
掲
き
く
だ
い
て
水
で
澱

粉
を
も
み
出
し
、
布
袋
に
入
め
て
し

ぼ
り
、
カ
ス
と
分
け
ま
す
。
こ
れ
を

繰
り
か
え
し
て
沈
澱
物
を
集
め
、
乾

燥
し
ま
す
．
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草丈一10～20m
花期一夏～秋（7～9月）


